
仕様書 

 
１　概要 

広島県内の陸域から河川に流入しているプラスチックごみについて、太田川及びこれに流入

する支川（河川敷含む）並びに広島湾沿岸の臨海公園等公共用地（以下「河川等」という。）を

対象に、河川等に散乱しているごみの地点、量、組成を調査するとともに、その特徴を分析す

ることにより、実態を把握する。 

 

２　業務内容 

（１）河川等に漏洩しているプラスチックごみの実態調査 

ア　概要 

調査範囲における散乱または集積ごみが確認された地点数及び量を現地調査により把

握する。 

イ　調査方法等 

調査方法：調査は、河川延長 10ｍごとに散乱または集積している「水辺の散乱ごみの

評価手法（海岸版）」（国土交通省）に基づいて、目視で地点ごとの評価ラ

ンクを決定する。 

調査回数：年１回（具体の時期は委託者と協議すること） 

調査範囲：別図１のとおり 

（２）組成調査 

ア　概要 

次のイに定める地点において、散乱ごみを回収し、組成ごとの量を把握する。 

イ　調査地点 

（ア）指定地点 

　　　　次の座標周辺（概ね半径１km 内）とする。 

なお、周辺地点において、ごみの散乱が確認されなかった場合は、速やかに委託

者に報告するとともに、対応について協議すること。 

　　　　（イ）ごみ量の多い地点 

　　　　（１）の調査で把握した地点のうち、特にごみの量が多かった地点（評価ランク

で概ねランク４以上）とする。ただし、地点数が 20 を越える場合は、委託者へ協議

するものとする。 

 

 調査地点 緯度 経度

 元宇品 34.34576500 132.4580583

 八幡橋西詰 34.37084500 132.3685417



＜参考＞評価ランク 

※「水辺の散乱ゴミの指標評価手法（海岸版）」1)に準拠 

 

ウ　調査方法等 

　　調査方法：散乱または集積しているごみを回収し、地点ごとに、ごみの種類別の個数

及び重量を計測する。 

　　調査回数：年１回（具体の時期は受託者と協議して決定する） 

　　　　　 

（３）調査結果の取りまとめ 

（１）及び（２）のデータをとりまとめ、河川等に散乱していたごみの地点数、重量及び組

成について整理する。ごみの空間的依存性を把握するため、モランの I統計量を用いた空

間的自己相関分析を実施し、各地点での空間的特徴を整理する。 

また、ごみが特に多かった地点が集中している地域については、地域的、組成的特徴を

分析し、報告書にまとめる。 

 

３　打合せ協議 

　　本業務に係る打合せは、 必要と認められる場合に随時行うものとする。 
 

４　成果物の提出 

納入場所 
広島県環境県民局環境保全課 
（注）受託者は、委託者の指示する場合においては、履行期限途中においても、成果品の部

分引き渡しを行うものとする。 

 区分 納入期限 仕様・部数

 

最終報告書 令和８年１月 30日（金）

Ａ４版カラー両面印刷　２部 

電子ファイル　　　　　１部 

（Microsoft 社 Word、Excel 又は

PowerPoint 形式）

 

1) 水辺の散乱ゴミの指標評価手法（海岸版）：国土交通省東北地方整備局、JEAN/クリーンアップ全国事務局（現一般社団法人

JEAN）、特定非営利活動法人パートナーシップオフィス、2004.



別図１ 
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